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商品市況展望  

平成 25 年 8 月 18 日記 

上海市場株価、謎の急騰…理由は証券会社誤発注上海市場株価、謎の急騰…理由は証券会社誤発注上海市場株価、謎の急騰…理由は証券会社誤発注上海市場株価、謎の急騰…理由は証券会社誤発注    

読売新聞 8 月 16 日(金)20 時 50 分配信  

 【上海＝栗原守】16 日の上海株式市場で、証券会社の誤発注があり、株価が 5％以上も急騰

した。 

 同日午前の取引で、市場全体の値動きを示す上海総合株価指数は前日終値比約 1％安で推移し

ていたが、午前 11 時（日本時間正午）過ぎ、一気に一気に一気に一気に 5.65.65.65.6％高まで跳ね上がった％高まで跳ね上がった％高まで跳ね上がった％高まで跳ね上がった。 

 株価上昇の明確な理由が見当たらなかったため、市場では当初、「政府が予定している重大発

表が事前に漏れたのでは」などの観測も広がった。しかし、午後に入り、光大証券（上海市）の

自己売買取引システムで障害が起きたことが判明。中国証券監督管理委員会の報道官が「主な中国証券監督管理委員会の報道官が「主な中国証券監督管理委員会の報道官が「主な中国証券監督管理委員会の報道官が「主な

（株価高騰の）原因は、光大証券が大量に買い付けたことだ」と、誤発注を明らかにした（株価高騰の）原因は、光大証券が大量に買い付けたことだ」と、誤発注を明らかにした（株価高騰の）原因は、光大証券が大量に買い付けたことだ」と、誤発注を明らかにした（株価高騰の）原因は、光大証券が大量に買い付けたことだ」と、誤発注を明らかにした。 

 その後は市場も落ち着き、指数は指数は指数は指数は 0.640.640.640.64％安で取引を終えた％安で取引を終えた％安で取引を終えた％安で取引を終えた。 

 

 今の国内市場は、株式市場でも商品市場でも中国・上海市場の動きを注目している。如何に水

増しされた数字ととはいえ、一応は世界第 2 位の GDP を誇っているのだから当然だ。上海市場

が堅調な動きを示せば、国内市場でも商品価格も株価も上昇する。逆に大きく下落すれば、当然

の事ながら中国バブルの崩壊かと騒がれ、商品価格も株価も下落するわけだ。 

 そんな中で、一気に 5％以上も瞬間的に吹き上げただから、市場参加者はみな驚いたわけだ。

もっとも業界人は、引け前にはみな｢誤発注だってさ！｣と知っていたわけだが。新聞より情報が新聞より情報が新聞より情報が新聞より情報が

遅いようじゃ、商売になんぞならん遅いようじゃ、商売になんぞならん遅いようじゃ、商売になんぞならん遅いようじゃ、商売になんぞならん。 

 

さて結局、市場は誤発注だった事を確認し、上がった分は“往って来い”の下げで終了である。

誤発注の額は 70 億元＝約 1,120 億円と推測され、原因はトレーダーがゼロを 2 つ間違えて発注

したという説も…。10 億円のつもりが、1,000 億円も買い注文を出したら、そりゃ暴騰するわ

な。 

またもう一つの誤発注原因説としては、光大証券が顧客への量的投資（？）のデモンストレー

ションを行う際に、実際にマーケットと接続されていたため、デモのつもりがリアルで注文が出

されってしまった…という話もある。これが本当なら、かなり笑える話だ。 

 

 なお誤発注した光大証券は取引無効の申請をしたらしいが、上海証券取引所は｢取引の無効な

ど認めない｣と宣言。これも当り前だ。間違いだろうが、勘違いだろうが、大損だろうが、成立

した取引を取り消すなんて事を一度でもしたら、市場というものは崩壊するゆえに。 

 

 さて、光大証券はこの一発で、幾ら損をしたのだろう。現物株式だけならば、1,120 億円の 5％

の損ならば 56 億円の損で済むが、先物なら悲惨だし、現物株式でも個別なら 5％で済んでいる

はずもなかろう、というところか。 

 人間である限り、間違いやミスは必ずあるわけだが、我々外務員稼業では｢売買ミスは自腹｣

である。こんなミスが起きたら、もう生きて行けない。そう考えるとリスキーな商売だ。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

8 月 12 日 \4,125 54 \4,130 59 

8 月 13 日 \4,186 61 \4,186 56 

8 月 14 日 \4,180 -6 \4,175 -11 

8 月 15 日 \4,215 35 \4,219 44 

8 月 16 日 \4,280 65 \4,282 63 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『第一目標の 4,000 円割れは実現。ここから戻りを入れて、次は

もう一度 3,750 円辺りをトライするものと考えている。戻り売り方針である』とコメントした。 

今週の相場展開は、週末には高値で 4,305 円まで上昇。更にその後の夜間取引では、4,3334,3334,3334,333 円円円円

の高値まで記録の高値まで記録の高値まで記録の高値まで記録している。 

 

｢4,000 円割れから戻しても、所詮は戻り売り｣との相場観で臨んでいた相場であったが、7/257/257/257/25

の戻り高値であるの戻り高値であるの戻り高値であるの戻り高値である 4,3294,3294,3294,329 円を夜間取引で抜けている円を夜間取引で抜けている円を夜間取引で抜けている円を夜間取引で抜けている。 

NY 金は 15 日に 1360136013601360 ドル台ドル台ドル台ドル台を記録とすでに戻り高値を抜けており、またプラチナ相場はそれ

よりも更に早い 14 日に 7/25 の戻り高値を更新。プラチナの 7/25 の戻り高値は長い上ヒゲだっ

たため、引け値ベースでの抜けは更に早い 8/12 の月曜日であった。 

 

こういう兆候が出ていたわけで、…中略…  

 

さてチャートでは、3,750 円（6/28）→4,329 円（7/25）までの戻りは 579 円。3,975 円（8/8）

が 2 番底だとして、同様の上げが来るとすれば、ズバリズバリズバリズバリ 4,5544,5544,5544,554 円が目標値円が目標値円が目標値円が目標値。 

また 4,329 円→3,975 円までの下げ幅 354 円の倍返しなら、ズバリズバリズバリズバリ 4,6834,6834,6834,683 円が目標値円が目標値円が目標値円が目標値。更に 6

月の暴落前に形成した三尊天井のネックラインがネックラインがネックラインがネックラインが 4,4304,4304,4304,430 円ゆえ、円ゆえ、円ゆえ、円ゆえ、そこも一つのめどであろうそこも一つのめどであろうそこも一つのめどであろうそこも一つのめどであろう。 

つまり 4,4304,4304,4304,430 円～円～円～円～4,6834,6834,6834,683 円が上値目標円が上値目標円が上値目標円が上値目標という事であり、また 4,300 円台はまだ相対力指数も

60 ポイントに乗せたばかりのところでもあるため、上げ余地はまだあるという事になるだろう。 

    

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 8 月 \4,224 8 月 29 日 \5,873 2 月 7 日 \3,765 6 月 28 日 \4,280 

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\5,077 2 月 7 日 \3,761 6 月 28 日 \4,280 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \3,745 6 月 28 日 \4,281 

2014 年 2 月 \4,759 2 月 26 日 \4,979 3 月 21 日 \3,751 6 月 28 日 \4,287 

2014 年 4 月 \4,585 4 月 25 日 \4,760 5 月 10 日 \3,749 6 月 28 日 \4,284 

2014 年 6 月 \4,031 6 月 26 日 \4,329 7 月 25 日 \3,750 6 月 28 日 \4,282 
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〇NY 金日足 

…削除済み… 

8/8/8/8/16161616 のののの NYNYNYNY 市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比 10.10.10.10.1111 ドルドルドルドル高高高高のののの 1371.01371.01371.01371.0 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。高値は高値は高値は高値は 1379.21379.21379.21379.2 ドルドルドルドルまであ

り、為替は 97.50 円台と若干の円高であるため、国内換算では 20 円高である。 

チャートでは、戻り天井を打ったチャートでは、戻り天井を打ったチャートでは、戻り天井を打ったチャートでは、戻り天井を打った 1348.71348.71348.71348.7 ドル（ドル（ドル（ドル（7/237/237/237/23））））をををを 15151515 日に完全に上抜き、一目均衡表日に完全に上抜き、一目均衡表日に完全に上抜き、一目均衡表日に完全に上抜き、一目均衡表

の雲の上にも出て、更に週末に上昇したわけだの雲の上にも出て、更に週末に上昇したわけだの雲の上にも出て、更に週末に上昇したわけだの雲の上にも出て、更に週末に上昇したわけだ。ちょっと売れる格好ではない。また戻り売り

になるには、1300 ドルを割り込んで行くような下げが到来しないと難しいだろう。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 8/8/8/8/13131313 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略…  

    

またまたまたまた 8/8/8/8/16161616 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略…  

 

また史上最高値を目指してゆくほどの相場だろうとは全く今は思わないし、NY 金の 1800 ドル

や国内価格 5,000 円台奪還など夢のような話としか思えないが、とりあえず今はまだ戻りたがっ

ている相場なのだろう。実際に、内外ともチャートは買いに変わってしまっているわけで、まず

はそれを尊重したい。 

 

結論として当方の相場観は、内外ともチャートは買い転換。ETF 残高も 20 週ぶりの増加であ

り、とりあえず相場のサイクルは変わったのだろう。よって押し目買い方針に 180 度転換である。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

8 月 12 日 \4,693 59 \4,702 54 

8 月 13 日 \4,706 13 \4,727 25 

8 月 14 日 \4,720 14 \4,738 11 

8 月 15 日 \4,790 70 \4,798 60 

8 月 16 日 \4,809 19 \4,813 15 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『4,743 円は戻り天井との見方はまだ崩していないが、抜

けたら考え方を転換するしかあるまい。また金とのサヤも、ぼちぼち買われ過ぎであると考えて

いる』とコメントした。 

今週の相場展開は、14141414 日には日には日には日には 4,7434,7434,7434,743 円を上抜き、週末には高値で円を上抜き、週末には高値で円を上抜き、週末には高値で円を上抜き、週末には高値で 4,8494,8494,8494,849 円（円（円（円（8/168/168/168/16）まで記録）まで記録）まで記録）まで記録。

結果として、4,743 円は戻り天井ではなかった事が証明されてしまった。 

 

チャートでは、4,4474,4474,4474,447 円（円（円（円（8/78/78/78/7））））まで下落した場面が完全にダマシになった格好であり、トレ

ンドが完全に買いに変わった事を意味する。 

また先週号で｢金とのサヤも、ぼちぼち買われ過ぎである｣としたわけだが、これもこうなって

はプラチナが金よりも下がるのではなく、金がプラチナよりも上がる事によって解消されるだけ

かもしれず、プラチナが下がるとも限らない事を考えざるを得まい。 

 

プラチナ自体の材料としては、…中略…  

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 8 月 \3,860 8 月 29 日 \5,274 2 月 7 日 \3,807 8 月 31 日 \4,809 

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\5,288 2 月 8 日 \3,933 

10 月 30

日 

\4,812 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,122 6 月 27 日 \4,806 

2014 年 2 月 \4,831 2 月 26 日 \5,052 3 月 12 日 \4,125 6 月 27 日 \4,810 

2014 年 4 月 \4,622 4 月 25 日 \4,999 5 月 16 日 \4,109 6 月 27 日 \4,814 

2014 年 6 月 \4,284 6 月 26 日 \\\\4,8494,8494,8494,849    8888 月月月月 16161616 日日日日    \4,125 6 月 27 日 \4,813 

 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、4,4,4,4,813813813813 円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－4,2824,2824,2824,282 円（金）＝円（金）＝円（金）＝円（金）＝531531531531 円円円円。600 円を手前にして、

サヤの拡大はもたついて来ている。 

…中略…  

 

結論として当方の相場観は、戻り高値を突破したことで、トレンドは買いに 180 度転換。チャ

ートに逆らうのは得策ではなく、5,000 円手前辺りまでの上昇を目標値とし、押し目買いに転換

である。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  9 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

8 月 12 日 \24,410 -90 \24,170 -270 

8 月 13 日 \24,500 90 \24,960 790 

8 月 14 日 \22,000 -2500 \24,620 -340 

8 月 15 日 \22,260 260 \24,660 40 

  11 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

8 月 16 日 \24,190 120 \25,270   

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『戻り売り継続の相場であろう。怖いのはファンド買い戻しによる急反騰だ

が、最大で 25,000 円台半ばまでを見ておけば十分だろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、23,99023,99023,99023,990 円（円（円（円（8/138/138/138/13）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落。しかしその後に発表された米農務省報告で

の生産高見込みが、事前予想よりも大幅に少なかった事で急反騰。14141414日には日には日には日には25,00025,00025,00025,000円まで戻し円まで戻し円まで戻し円まで戻し、

週末に発会した 9999 月限は月限は月限は月限は 25,36025,36025,36025,360 円の高値まで記録円の高値まで記録円の高値まで記録円の高値まで記録。 

 

年初来安値を更新して来た相場は、直近高値の 7/10 の 27,800 円→23,990 円（8/9）まででも

3,3,3,3,810810810810 円の下落円の下落円の下落円の下落であったであったであったであった。最高値の 28,970 円（6/3）からだと 4,4,4,4,980980980980 円の下落円の下落円の下落円の下落である。 

だが予想外の米農務省報告を受け、1,000 円超の急反騰を演じたわけであり、戻りはまた売ら

れる可能性は大ではあるものの、目先は底が入ったと考えるのが妥当であろう。 

さて米農務省報告米農務省報告米農務省報告米農務省報告の詳細である。…中略… 在庫率は在庫率は在庫率は在庫率は 15.415.415.415.4％→％→％→％→14.514.514.514.5％へと引き下げである％へと引き下げである％へと引き下げである％へと引き下げである。 

 

冷静に考えれば、昨年の生産高昨年の生産高昨年の生産高昨年の生産高 107107107107 億億億億 8000800080008000 万万万万 BuBuBuBu、在庫率、在庫率、在庫率、在庫率 6.46.46.46.4％％％％と比較すればまだまだ多いわ

けで、今後もそんなに急騰は考えづらいものの、もっと弱気の材料をはやして安値を叩いたのだ

から、目先底は打ったとみて差し支えはなかろう。 

 

なお一代の動きは以下のとおりである。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 9 月 \28,500 8 月 16 日 \33,570 6 月 3 日 \\\\21,50021,50021,50021,500    8888 月月月月 14141414 日日日日    \\\\22,222,222,222,260606060    

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\28,910 5 月 30 日 \\\\23,62023,62023,62023,620    8888 月月月月 12121212 日日日日    \24,190 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\28,600 6 月 3 日 \\\\23,83023,83023,83023,830    8888 月月月月 12121212 日日日日    \24,650 

2014 年 3 月 \27,290 2 月 18 日 \28,750 6 月 3 日 \\\\24,03024,03024,03024,030    8888 月月月月 12121212 日日日日    \25,130 

2014 年 5 月 \26,550 4 月 17 日 \28,970 6 月 3 日 \\\\24,03024,03024,03024,030    8888 月月月月 12121212 日日日日    \25,170 

2014 年 7 月 \26,600 6 月 17 日 \28,410 6 月 21 日 \\\\23,99023,99023,99023,990    8888 月月月月 13131313 日日日日    \25,220 

2014 年 9 月 \\\\25,19025,19025,19025,190    8888 月月月月 16161616 日日日日    \\\\25,36025,36025,36025,360    8888 月月月月 16161616 日日日日    \\\\25,12025,12025,12025,120    8888 月月月月 16161616 日日日日    \25,270 
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〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 8/8/8/8/16161616 ののののシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場は、、、、9999 月限で前日比月限で前日比月限で前日比月限で前日比 7.757.757.757.75 セントセントセントセント安安安安のののの 473473473473.75.75.75.75 セントセントセントセント。12121212 月限では月限では月限では月限では 8.758.758.758.75

セント安セント安セント安セント安のののの 463.50463.50463.50463.50 セントセントセントセント。 

生産高の下方修正で戻った相場は、週末は利食い売りで反落である。国内換算では 240 円安で

あり、やはり冷静に考えればそんなに急騰するほどの材料ではないとの観測も出たのだろう。 

    

またまたまたまた CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 8/8/8/8/13131313 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略…  

 

つまりは、チャート的にも材料でも目先は底を打っただろうが、戻してファンドがショートカ戻してファンドがショートカ戻してファンドがショートカ戻してファンドがショートカ

バーを入れたところは、やはりまた売り場になろうバーを入れたところは、やはりまた売り場になろうバーを入れたところは、やはりまた売り場になろうバーを入れたところは、やはりまた売り場になろうと言うのが順当なところであろう。 

  

結論として当方の相場観は、24,000 円割れで目先は底入れであろう。しかし 25,000 円台半ば

からは上値の抵抗も強くなると思われ、今度は下値もみ合いに入ったものと考えている。逆張り

の対処が良いだろう。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

8 月 12 日 \45,000 1500 \49,950 90 

8 月 13 日 \43,000 -2000 \51,670 1720 

8 月 14 日 \40,500 -2500 \51,260 -410 

8 月 15 日 \43,000 2500 \51,500 240 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

8 月 16 日 \52,740 290 \52,420   

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『売り継続の相場であろう。年初来安値の更新は必至だろうし、ファンドの

投げが出るまでは戻れないか』とコメントした。 

今週の相場展開は、12 日（日本では 13 日）に発表された米農務省報告での生産高下方修正を

受け、相場は急反騰。52,00052,00052,00052,000 円台を回復円台を回復円台を回復円台を回復するところまで戻した。 

 

56,34056,34056,34056,340 円（円（円（円（7/107/107/107/10）→）→）→）→49,13049,13049,13049,130 円（円（円（円（8/8/8/8/8888）まで）まで）まで）まで 7,2107,2107,2107,210 円幅円幅円幅円幅の下落の下落の下落の下落をして来た相場であるが、予想予想予想予想

外の米農務省報告を受けて相場は外の米農務省報告を受けて相場は外の米農務省報告を受けて相場は外の米農務省報告を受けて相場は 3,0003,0003,0003,000 円ほどの急反騰円ほどの急反騰円ほどの急反騰円ほどの急反騰。このまま急騰を続ける相場とは思えこのまま急騰を続ける相場とは思えこのまま急騰を続ける相場とは思えこのまま急騰を続ける相場とは思え

ないものの、目先底は確認した相場となってしまったようだないものの、目先底は確認した相場となってしまったようだないものの、目先底は確認した相場となってしまったようだないものの、目先底は確認した相場となってしまったようだ。 

 

さて米農務省報米農務省報米農務省報米農務省報告の詳細告の詳細告の詳細告の詳細である。アナリストの事前予想は生産高33億3800万Buであったが、

実際に発表された数字は実際に発表された数字は実際に発表された数字は実際に発表された数字は 32323232 億億億億 5500550055005500 万万万万 BuBuBuBu とととと 7777 月発表の月発表の月発表の月発表の 34343434 億億億億 2000200020002000 万万万万 BuBuBuBu からからからから 1111 億億億億 6500650065006500 万万万万 BuBuBuBu のののの

下方修正下方修正下方修正下方修正。 

需要も圧搾、輸出等を減少させて 32 億 6400 万 Bu（7 月）→31 億 7600 万 Bu に 8800 万 Bu の

下方修正としたものの、在庫率は在庫率は在庫率は在庫率は 9.09.09.09.0％→％→％→％→6.96.96.96.9％に大幅低下％に大幅低下％に大幅低下％に大幅低下。 

もちろん昨年の生産高もちろん昨年の生産高もちろん昨年の生産高もちろん昨年の生産高 30303030 億億億億 1500150015001500 万万万万 BuBuBuBu、在庫率、在庫率、在庫率、在庫率 4.04.04.04.0％からは遥かに改善している数字ではあ％からは遥かに改善している数字ではあ％からは遥かに改善している数字ではあ％からは遥かに改善している数字ではあ

るが、これに驚いた市場は一気にるが、これに驚いた市場は一気にるが、これに驚いた市場は一気にるが、これに驚いた市場は一気に 40404040 セント以上の急騰を演じたわけだセント以上の急騰を演じたわけだセント以上の急騰を演じたわけだセント以上の急騰を演じたわけだ。 

 

いずれにせよこれで、49,13049,13049,13049,130 円は目先の底打ち円は目先の底打ち円は目先の底打ち円は目先の底打ちであろう。年初来安値の 48,450 円（1/9）ま

では 680 円届かずに反発に転じたわけだ。 

…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 8 月 \48,020 8 月 16 日 \64,900 5 月 16 日 \\\\40,00040,00040,00040,000    8888 月月月月 12121212 日日日日    \\\\43,00043,00043,00043,000    

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \68,750 7 月 10 日 \46,920 

10 月 16

日 

\62,740 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \58,000 7 月 12 日 \48,450 1 月 9 日 \52,870 

2014 年 2 月 \53,000 2 月 18 日 \56,000 7 月 17 日 \48,960 8 月 8 日 \52,000 

2014 年 4 月 \50,910 4 月 17 日 \56,800 7 月 10 日 \49,850 5 月 2 日 \53,700 

2014 年 6 月 \51,760 6 月 17 日 \56,340 7 月 10 日 \49,130 8 月 8 日 \52,380 

2014 年 8 月 \52,600 8 月 16 日 \52,750 8 月 16 日 \\\\52,00052,00052,00052,000    8888 月月月月 16161616 日日日日    \52,370 

 当限の 8 月限は、結局は 4 万円台をやっと維持しての納会。10 月限は、さて幾らで終了する
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か？ 

 

〇シカゴ大豆日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 8/8/8/8/16161616 のシカゴ市場は、のシカゴ市場は、のシカゴ市場は、のシカゴ市場は、9999 月限で前日比月限で前日比月限で前日比月限で前日比 5.005.005.005.00 セントセントセントセント安安安安のののの 1283.251283.251283.251283.25 セントセントセントセント。11111111 月限では月限では月限では月限では 6.256.256.256.25

セントセントセントセント安安安安のののの 1259125912591259.25.25.25.25 セントセントセントセント。 

16 ドル台まで上昇していた 7 月限が納会、そして 8 月限も納会してチャートは 12 ドル台突入

へ。新穀も 12 ドル台半ばであるが、これは一時 11 ドル台まで下がっていたわけで、米農務省報

告後に急反騰し、週末は利食い売りでの下落となったわけだ。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 8/8/8/8/13131313 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略…  

    

ファンドは大豆買い、コーン売りのポジションを解消せずファンドは大豆買い、コーン売りのポジションを解消せずファンドは大豆買い、コーン売りのポジションを解消せずファンドは大豆買い、コーン売りのポジションを解消せず。ファンドにとっては今回の発表

が追い風になった模様であり、確かに在庫率が大豆確かに在庫率が大豆確かに在庫率が大豆確かに在庫率が大豆 6.96.96.96.9％、コーン％、コーン％、コーン％、コーン 14.514.514.514.5％という現実を見れば、％という現実を見れば、％という現実を見れば、％という現実を見れば、

その作戦は理にかなっていると言えるだろうその作戦は理にかなっていると言えるだろうその作戦は理にかなっていると言えるだろうその作戦は理にかなっていると言えるだろう。 

 

結論として当方の相場観は、49,000 円で目先底は確認であろう。このまま急騰を続けるほど

の相場ではあるまいが、54,000 円辺りまでは戻しても不思議ではない。おそらく 5 万円～54,000

円でのもみ合いに入るものと想定され、次の 9 月発表までは逆張りの期間に入ったものと思われ

る。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

8 月 12 日 260.0 3.5 265.2 3.9 

8 月 13 日 259.9 -0.1 265.0 -0.2 

8 月 14 日 261.1 1.2 265.9 0.9 

8 月 15 日 257.8 -3.3 264.6 -1.3 

8 月 16 日 258.5 0.7 267.3 2.7 

先週号においては『週末までの急騰で戻り高値を更新した相場であり、相場観は 180 度転換し

て押し目買い方針へ。238.7 円をストップロスに下げた場面は買い、280 円台回復を目標とする』

とコメントした。 

今週の相場展開は、上昇スピードは鈍化したものの、269.0269.0269.0269.0 円（円（円（円（8/148/148/148/14）の高値まで記録）の高値まで記録）の高値まで記録）の高値まで記録。今週

も戻り高値の更新となった。 

 

相場は相場は相場は相場は 270270270270 円を手前に足踏みしている円を手前に足踏みしている円を手前に足踏みしている円を手前に足踏みしている。次週、あっさりと 270 円に乗せるようなら、先週号

でコメントした通りに｢上値目標は 262.0 円→238.7 円までの 23.3 円幅の倍返しなら、ズバリ

285.3 円。280 円台を目標とし、押し目買いへの転換である｣という相場になるのだろうと考える。 

しかし逆に押しが入るのならば…中略…  

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 8 月 301.0 2 月 25 日 302.1 2 月 25 日 222.6  6 月 25 日 258.5 

2013 年 9 月 279.5 3 月 26 日 297.7 5 月 13 日 221.9  6 月 25 日 261.2 

2013 年 10 月 253.7 4 月 24 日 299.0 5 月 13 日 222.3  6 月 25 日 261.8 

2013 年 11 月 267.7 5 月 28 日 274.8 5 月 29 日 223.9  6 月 25 日 263.0 

2013 年 12 月 231.0 6 月 25 日 267.8267.8267.8267.8    8888 月月月月 14141414 日日日日    225.5 6 月 25 日 265.1 

2014 年 1 月 257.0 7 月 26 日 269.0269.0269.0269.0    8888 月月月月 14141414 日日日日    238.7 7 月 31 日 267.3 

先物先物先物先物 2222 本が本が本が本が今週も今週も今週も今週も一代高値の更新中である一代高値の更新中である一代高値の更新中である一代高値の更新中である。 

    

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、8 月限 258.5 円～1 月限 267.3 円と 8888.8.8.8.8 円円円円のののの逆逆逆逆ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅は拡大である。 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格現在の輸入採算価格現在の輸入採算価格現在の輸入採算価格は、は、は、は、…中略…  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、7/31 現在で 1,722 トン減の 8,470 トン。9 旬連続の減少である。 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略…  

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、…中略…  

産地を見ればゴムは大量に生産されているわけで、…中略…  

 

 結論として当方の相場観は、270 円台に乗せるようならあっさりと 280 円は付くだろう。逆に

上げもだえするなら一度急落だろうが、チャートが上昇トレンドを維持しているのであれば、そ

ういう場面を買い拾いたい。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『チャートは W トップを形成済みとなったものの、そこから中東情勢の緊迫

化で再び急反騰となっている。よってしばらくは、方向感のない乱高下を演じる可能性が高く、

相場のトレンドが明確に出るのはもうしばらく先のこととなるのかもしれない』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は週末 8/16 には前日比 0.13 ドル高の 107.4 ドルの終了であり、

高値では 108.17108.17108.17108.17 ドルまで上昇ドルまで上昇ドルまで上昇ドルまで上昇。 

8/8 に 102.22102.22102.22102.22 ドルドルドルドル記録して底抜けした相場であったが、それが完全にダマシになり、そこか

ら反騰を開始。…中略…  

アラブの盟主であるエジプトがこの状態では、他に飛び火する可能性だって十分にあり、こん

な時に原油が上がらなくて、一体いつ上がるんだ？という状態である。 

なお週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは…中略…  

また 8/8/8/8/13131313 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略…  

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

今週の東京原油の動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

8 月 12 日 \63,660 360 \61,370 690 

8 月 13 日 \64,550 890 \62,530 1160 

8 月 14 日 \65,000 450 \63,090 560 

8 月 15 日 \65,300 300 \63,290 200 

8 月 16 日 \65,540 240 \63,590 300 

東京原油は、5 日連続の陽線で 64,03064,03064,03064,030 円（円（円（円（8/168/168/168/16）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。結局、先週の安値 59,720 円から

は 4,3104,3104,3104,310 円の上昇円の上昇円の上昇円の上昇である。 

直近の上値抵抗線は直近の上値抵抗線は直近の上値抵抗線は直近の上値抵抗線は 64,58064,58064,58064,580 円円円円。その上にその上にその上にその上に 65,22065,22065,22065,220 円があり、円があり、円があり、円があり、66,46066,46066,46066,460 円と続く円と続く円と続く円と続く。週末の価格か

らは、それぞれ 1,000 円ごとに上値抵抗線があるイメージだが、もちろん抜ければ青天井だ。 

…中略…  

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 8 月 \60,560 3 月 1 日 \66,480 7 月 19 日 \57,360 4 月 16 日 \65,540 

2013 年 9 月 \62,370 4 月 1 日 \66,180 7 月 19 日 \57,370 4 月 18 日 \65,110 

2013 年 10 月 \59,500 5 月 1 日 \65,840 7 月 19 日 \57,510 5 月 2 日 \64,690 

2013 年 11 月 \60,370 6 月 3 日 \65,530 7 月 19 日 \58,040 6 月 14 日 \64,240 

2013 年 12 月 \60,580 7 月 1 日 \65,220 7 月 19 日 \60,000 8 月 9 日 \63,930 

2014 年 1 月 \62,420 8 月 1 日 \64,580 8 月 2 日 \59,720 8 月 9 日 \63,590 

 結論として当方の相場観は、週ごとに暴騰、暴落が続く展開となってえいる相場であるが、エ

ジプト情勢を見る限り売りから入るのは危険。押し目買いを主力に、青天井相場の出現を期待す

る方がマシであろう。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  9 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

8 月 12 日 \76,600 420 \72,680 620 

8 月 13 日 \77,750 1150 \73,780 1100 

8 月 14 日 \78,140 390 \74,250 470 

8 月 15 日 \78,240 100 \74,530 280 

8 月 16 日 \78,500 260 \74,930 400 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『もうしばらくボラティリティの高い中での乱高下が続くか。こういう時は

逆張りでの対処がベターであり、高い飛びつき買いや、安値突っ込み売りは避けるべきであろう』

とコメントした。 

今週の相場展開は、上げ続けた 1 週間となり、6 連続の陽線で週末には 75,17075,17075,17075,170 円の高値まで円の高値まで円の高値まで円の高値まで

上昇上昇上昇上昇。 

 

先週は一気に先週は一気に先週は一気に先週は一気に 5,0005,0005,0005,000 円近く暴落したわけだが、今週は円近く暴落したわけだが、今週は円近く暴落したわけだが、今週は円近く暴落したわけだが、今週は 71,02071,02071,02071,020 円（円（円（円（8/98/98/98/9）→）→）→）→75,17075,17075,17075,170 円まで円まで円まで円まで 4,1504,1504,1504,150

円の急反騰である円の急反騰である円の急反騰である円の急反騰である。直近の上値抵抗線は直近の上値抵抗線は直近の上値抵抗線は直近の上値抵抗線は 75,80075,80075,80075,800 円であり、次が円であり、次が円であり、次が円であり、次が 76,94076,94076,94076,940 円である円である円である円である。これを抜け

ると青天井であり、今年の最高値である 82,000 円台を目指す事になるだろう。 

…中略…  

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 9 月 \78,930 2 月 26 日 \79,590 3 月 12 日 \69,050 4 月 18 日 \78,500 

2013 年 10 月 \74,630 3 月 26 日 \78,090 7 月 19 日 \68,150 4 月 18 日 \76,960 

2013 年 11 月 \72,990 4 月 26 日 \77,590 7 月 19 日 \68,030 5 月 2 日 \75,870 

2013 年 12 月 \71,760 5 月 27 日 \77,190 7 月 19 日 \69,450 6 月 14 日 \75,380 

2014 年 1 月 \70,660 6 月 26 日 \76,940 7 月 19 日 \69,520 6 月 27 日 \75,060 

2014 年 2 月 \75,050 7 月 26 日 \75,800 8 月 2 日 \71,020 8 月 9 日 \74,930 

 

8/8/8/8/16161616 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略…  

ましてや先物市場はこれに比べれば大幅に割安先物市場はこれに比べれば大幅に割安先物市場はこれに比べれば大幅に割安先物市場はこれに比べれば大幅に割安であり、先物とスポットのサヤ寄せが起きて

も不思議ではないだろう。 

 

8/8/8/8/3333 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略…  

  

結論として当方の相場観は、エジプト情勢の混乱が続く限り、売りからは入りづらい。押し目

買い方針で、一段高を狙う方が良いだろう。 

 

 



 12 

〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  9 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

8 月 12 日 \74,680 180 \75,820 670 

8 月 13 日 \75,870 1190 \76,980 1160 

8 月 14 日 \76,440 570 \77,680 700 

8 月 15 日 \76,650 210 \77,910 230 

8 月 16 日 \76,950 310 \78,410 500 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『週ごとに急騰～急落を繰り返す展開となっている相場だが、そのような動

きはまだ続くだろう。明確なトレンドが出るのは先の話であり、逆張りでの対処がベターである

と見る』とコメントした。 

今週の相場展開は、5 日連続高の反騰で 78,63078,63078,63078,630 円（円（円（円（8/168/168/168/16）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。8 日の安値から一気に

4,5004,5004,5004,500 円の急騰を演じる事となった円の急騰を演じる事となった円の急騰を演じる事となった円の急騰を演じる事となった。 

 

先週は先週は先週は先週は三尊天井完成の下げで、三尊天井完成の下げで、三尊天井完成の下げで、三尊天井完成の下げで、79,30079,30079,30079,300 円→円→円→円→74,13074,13074,13074,130 円までの円までの円までの円までの 5,1705,1705,1705,170 円の円の円の円の急落。そして今週はエ急落。そして今週はエ急落。そして今週はエ急落。そして今週はエ

ジプト情勢の混乱を受けて、一気にジプト情勢の混乱を受けて、一気にジプト情勢の混乱を受けて、一気にジプト情勢の混乱を受けて、一気に 4,5004,5004,5004,500 円の急騰である円の急騰である円の急騰である円の急騰である。凄まじいボラティリティの高さで

あるが、材料が材料だけにしょうがない相場なのだろう。 

いずれにせよ、この状況で売りから入るのは危険だいずれにせよ、この状況で売りから入るのは危険だいずれにせよ、この状況で売りから入るのは危険だいずれにせよ、この状況で売りから入るのは危険だ。…中略…  

 

なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 9 月 \76,550 2 月 26 日 \78,380 7 月 19 日 \68,340 4 月 18 日 \76,960 

2013 年 10 月 \74,090 3 月 26 日 \78,510 7 月 19 日 \69,000 4 月 18 日 \77,340 

2013 年 11 月 \75,350 4 月 26 日 \79,010 7 月 19 日 \69,850 5 月 2 日 \78,090 

2013 年 12 月 \74,610 5 月 27 日 \79,550 7 月 19 日 \71,580 6 月 14 日 \78,640 

2014 年 1 月 \73,900 6 月 26 日 \79,610 7 月 19 日 \72,650 6 月 27 日 \78,660 

2014 年 2 月 \78,000 7 月 26 日 \79,300 8 月 2 日 \74,130 8 月 9 日 \78,410 

 

8/8/8/8/16161616 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略…  

 

8/38/38/38/3 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略…  

   

結論として当方の相場観は、エジプト情勢の混乱が続く限り、売りからは入りづらい。またス

ポット市場の価格から見ても、先物市場は割安と思える。押し目買い方針で、一段高を狙う方が

良いだろう。 
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〔〔〔〔為替為替為替為替・株式・株式・株式・株式〕〕〕〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

今週は 98.65 円（8/15）までの円安はあったものの、その後はまた円高調整。先週号でもコメ

ントしたが、｢98989898 円辺りまで戻せば、その後はまた円高で、円辺りまで戻せば、その後はまた円高で、円辺りまで戻せば、その後はまた円高で、円辺りまで戻せば、その後はまた円高で、93939393 円を目指すような格好に見える円を目指すような格好に見える円を目指すような格好に見える円を目指すような格好に見える｣

という姿は、98 円台からまた調整が入ったわけで、その見方に変化はない。 

ただし先週末の95.8095.8095.8095.80円が抵抗として働く可能性もあり円が抵抗として働く可能性もあり円が抵抗として働く可能性もあり円が抵抗として働く可能性もあり、これを抜けるか、あるいは逆に98.68

円を抜けるかが焦点だろう。 

なお来週の主な予定は、…中略… などである。 

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

 ユーロ/ドル相場も 1.34 ドル（8/8）でピークを付けて調整に入ったが、すぐにまたドル安方

向へと向いている。 

 商品相場はやはりドル建ての商品相場の推移が需要であり、単純に考えるとユーロ単純に考えるとユーロ単純に考えるとユーロ単純に考えるとユーロ////ドル相場ドル相場ドル相場ドル相場

でドル安になれば上がる、ドル高になれば下がるのが普通であるでドル安になれば上がる、ドル高になれば下がるのが普通であるでドル安になれば上がる、ドル高になれば下がるのが普通であるでドル安になれば上がる、ドル高になれば下がるのが普通である。 

 

〇NY ダウ日足 

…削除済み… 

特に NY 金にとっては、この NY ダウの推移は大きな影響がある。週末 8/16 は、15081 ドル

と 30 ドル安の続落である。つまり、もう一本陰線が入って下落しているわけだ。 

これが NY 金の上昇に繋がっている事は間違いないが、ダウも 15000 ドルを割ると下値が深

そうだ。 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


